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リニア特集 

第 3号 

自
然
環
境
・
住
環
境
と
の
矛
盾
噴
出
！ 

リ
ニ
ア
新
幹
線
問
題
へ
の

各
地
の
取
り
組
み
、
声
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

地
元
自
治
体
か
ら
の
意
見
を
慎
重
に
検

討
も
せ
ず
、
た
っ
た
１
ヶ
月
で
ア
セ
ス
評
価

書
を
提
出
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
対
応
は
不
誠
実
な
も
の
で
す
。 

環
境
省
と
国
土
交
通
省
は
不
十
分
な
ま

ま
の
環
境
影
響
評
価
を
認
め
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

工
事
に
伴
う
残
土
処
理
の
計
画
が
示
さ

れ
て
い
な
い
中
、
有
効
処
理
す
る
と
い
う
だ

け
で
は
、
環
境
影
響
評
価
の
名
に
値
し
ま
せ

ん
。
Ｊ
Ｒ
東
海
に
残
土
処
理
の
具
体
的
計

画
を
公
表
さ
せ
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き

の
や
り
直
し
を
求
め
る
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
地
下
水

や
水
源
へ
の
影
響
、
湿
地
環
境
へ
の
影
響

の
回
避
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
シ
デ
コ

ブ
シ
や
オ
オ
タ
カ
な
ど
希
少
動
植
物
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
時
間
を
か
け
た
調
査
を

行
い
、
環
境
破
壊
を
回
避
す
る
べ
き
で
す
。 

リ
ニ
ア
の
走
行
に
よ
る
環
境
問
題
も
深
刻
で
す
。 

時
速
５
０
０
キ
ロ
で
風
を
切
る
走
行
音
、
ト
ン
ネ
ル
に

突
入
す
る
と
き
の
圧
縮
波
が
ト
ン
ネ
ル
出
入
り
口
か
ら

放
射
さ
れ
る
気
圧
波
な
ど
、
走
行
時
の
激
し
い
衝
撃
と
振

動
は
、
住
宅
を
揺
ら
す
ほ
ど
で
す
（
山
梨
実
験
線
沿
線
の

住
宅
）。 

ま
た
、
電
磁
波
の
影
響
は
、
科
学
的
に
も
未
解
明
で
、

人
体
の
被
ば
く
障
害
の
懸
念
は
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

乗
客
を
は
じ
め
、
地
上
走
行
部
に
隣
接
す
る
学
校
や
病
院

な
ど
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
長
時
間
に
わ
た
り
被
ば
く
す
る

こ
と
に
な
る
乗
務
員
や
駅
で
働
く
労
働
者
へ
の
影
響
な

ど
、
人
類
に
と
っ
て
未
知
の
領
域
の
問
題
に
つ
い
て
、
準

備
書
説
明
会
や
各
地
で
ひ
ら
か
れ
た
公
聴
会
で
も
数
多

く
の
不
安
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

沿
線
住
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
強
引

に
工
事
を
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
東
京
名
古
屋
間
の
開

業
予
定
は
２
０
２
７
年
。
そ
の
１
０
年
以
上

の
期
間
、
掘
削
工
事
に
伴
い
非
常
口
か
ら
大

量
の
土
砂
・
残
土
が
運
搬
さ
れ
ま
す
。 

非
常
口
地
点
よ
り
、
最
大
１
日
８
０
０
台

も
の
ト
ラ
ッ
ク
が
走
行
し
ま
す
（
都
市
密
集

地
で
は
最
大
５
千
台
以
上
に
も
）。
こ
れ
に

よ
る
振
動
・
騒
音
、
土
ボ
コ
リ
や
排
気
ガ
ス

に
よ
る
大
気
汚
染
、
通
学
路
の
危
険
な
ど
、

自
然
環
境
と
住
環
境
へ
の
影
響
・
被
害
を
軽

減
す
る
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
走
行

台
数
低
減
の
た
め
、
車
両
の
総
量
と
時
間
帯

の
規
制
を
す
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
岐
阜
・
愛
知
に
は
亜
炭
廃
坑
が
あ

り
、
工
事
に
よ
る
陥
没
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
な
調
査
と
埋
め
も
ど
し
を
優
先
す

べ
き
で
、
そ
れ
を
無
視
し
た
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
伴
う
水
脈
の
切

断
に
よ
る
渇
水
（
水
枯
れ
）
と
異
常
出

水
な
ど
、
水
環
境
へ
の
影
響
も
深
刻
で

す
。
実
験
線
の
あ
る
山
梨
県
で
は
「
天

川
（
て
が
わ
）」
や
、
以
前
は
尺
サ
イ
ズ

の
イ
ワ
ナ
が
泳
い
で
い
た
上
野
原
市
秋

山
地
区
に
あ
る
「
棚
の
入
沢
」
が
枯
れ

は
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

大
井
川
水
系
で
は
毎
秒
２
ト
ン
の
流

量
減
が
お
き
る
と
さ
れ
な
が
ら
何
の
補

償
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

地
下
水
・
井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る

自
治
体
と
事
業
者
・
個
人
へ
の
影
響
を

 

会で政府交渉へ 
――中津川 

駅の予定地である坂本地域では

「住民の会」が結成され、山梨実

験線を視察し、その結果をニュー

スにして 6700枚配布しました。ま

た、住民の要望をまとめ、東海ブ

ロック政府交渉に合わせて国へ届

けるため独自に車を出して参加す

ることにしています。 

 

支部でつどいを計画 
――可児 

東海環状道のトンネル掘削で黄

鉄鉱が出て、硫酸による環境汚染

を経験している住民から「被害の

再現」が心配されています。党支

部は、こうした声にこたえて「リ

ニア問題を考えるつどい」を６月

に計画しています。 

 
  

評価書の手続き 

評価書（ＪＲ東海） 

↓ 

国土交通大臣・環境大臣へ送付 

↓ 

環境大臣が、国土交通大臣へ意見 

↓ 

国土交通大臣がＪＲ東海へ意見 

↓ 

ＪＲ東海による評価書の補正 

（ アセス結果の確定 ） 

省庁と関係自治体へ送付 

公告・縦覧（１ヶ月）  

岐阜県委員会発行 
「Stop!!リニア．活動ニュース No2」より 

↑枯れる前の「棚の入沢」 

 

  

調
査
し
回
避
す
る
措

置
が
必
要
で
す
。 

工
事
に
よ
る
環
境

問
題
が
未
解
決
の
ま

ま
で
着
工
を
優
先
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。 

 
 


